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はじめに
JAU84170

ヤマハ YZ65 をお買いあげいただきありがとうございます。
この取扱説明書はお客様に車の操作、点検、整備をご理解いただけるよう作成されたものです。

車の操作やメンテナンスなどに関するご質問は、ヤマハ販売店にお問い合わせください。
この車は一般市販車と異なり、クレーム保証の対象にはなりませんので、あらかじめご了承く

ださい。また、定期点検制度、アフターサービスの対象外となりますので、各自が日頃の点検
整備を行って常に最良の調子を保つように心掛けてください。
重要な事項 :
この車は競技専用車両です。国土交通省の認定は受けておりませんので、一般公道での走行

はできません。必ずモトクロスコースなどの専用コースでご使用ください。

この車はMFJ競技ライセンス取得者、またはMFJエンジョイ会員を対象にして作られていま
す。ライセンスを取得せずに車を使用すると、トラブルなどの原因となるおそれがあります

ので、使用しないでください。
車に乗る前に、この取扱説明書をよく読んで、説明を理解してください。

車に貼られている警告ラベル、注意ラベルをよくお読みください。
適切なトレーニングまたは教育を受けないで、車を操作しないでください。

ライダーの体重は 50.0 kg を超えないようにしてください。
保護者の方へ重要なお知らせ :
この車は玩具ではありません。お子様を車に乗らせる前に、保護者の方が取扱説明書の説明や
警告を理解してください。その上でお子様によく理解させ、またお子様を補佐してください。
子供たちは、能力、体力、判断力が一人一人異なります。車を安全に操作することができない

子もいます。保護者の方は、いつもお子様の車の使いかたを監督してください。お子様が安全
に車を操作できると判断したとしても、できる限り目を配ってください。

モーターサイクルは二輪の乗り物です。安全に使用、操作できるかどうかは、操作する人のラ
イディングテクニックと経験にかかっています。全ての使用者は、この車に乗る前に以下の必

要条件を知っておいてください。
守ってください :
車の操作のあらゆる局面について、あらゆる情報から学ぶこと。
この取扱説明書の警告や点検整備の要件を遵守すること。

安全で正しいライディングテクニックのトレーニングを受けること。
取扱説明書に示される時期、あるいは車の状態に応じて必要なときに、プロの整備を受ける

こと。
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重要な情報
JAU68680

本書では、重要な事項を下記のシンボルマークで表示しています :

要　点
本書は車両の一部として常に車両とともに保管しておき、人に車両を譲るときは、必ず本書

も渡してください。
ヤマハでは、常に製品の設計および品質の改善をめざしております。したがって、本書に記

載されている情報は、本書を印刷した時点で最新のものであり、実際の車両と本書の情報に
多少の違いが生じている可能性があります。本書に関する疑問点については、ヤマハ販売店
にお問い合わせください。

JWA10032

車を使用する前に、この取扱説明書をよくお読みください。

JWA14352

この車両はオフロード専用です。国土交通省の認定は受けておりませんので、一般の道路、高

速道路を走行すると道路交通法および道路運送車両法の違反となります。私道、神社の境内、
公園、農道、堤防上など、いわゆる道路としての形態を整えていないところでも人や車が自由
に出入りできるところは、一般の道路とみなされます。また、この車は騒音規制に適合してお

りません。 車を使用する前に、地方条例等を確認してください。

* 製品の仕様は、予告なしに変更されることがあります。

安全にかかわる注意情報を示してあります。

取り扱いを誤った場合、死亡、重傷・傷害に至る可能性が
想定される場合を示してあります。

取り扱いを誤った場合、物的損害の発生が想定される場合
を示してあります。

正しい操作のしかたや点検整備上のポイントを示してあり
ます。
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重要項目ラベルの貼り付け位置

1-1

1

JAU63360

車両を運転する前に以下に示す重要ラベルをお読みください。

1 2

3
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重要項目ラベルの貼り付け位置

1-2

1

4AA-22259-50

5PA-2118K-20

3XJ-2415E-C1

1

2

3
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安全運転のために

2-1

2

JAU4121C

使用者の責任
車両の使用者として、安全で適切な操作を行

う責任があります。
バイクは二輪の乗り物です。安全に利用、運

転するためには、適切な運転技術と運転知識
を備えている必要があります。この車を運転

するには、次の条件を満たしていなければな
りません。

運転者は：
車の操作に関するあらゆる局面について、

あらゆる情報から学ぶこと。

この取扱説明書の警告や点検整備の要件
を遵守すること。

安全で正しいライディングテクニックの
トレーニングを受けること。

取扱説明書に示される時期、あるいは車の
状態に応じて必要なときに、充分な整備技

術のある整備士の整備を受けること。

安全運転
走行前には必ず点検を行い、車両が安全に運
転できる状態にあるかを確認してください。

点検整備を怠ると、事故や車両の損傷につな
がる可能性が高くなります。走行前点検につ

いては、5-1 ページを参照してください。
この車両はオフロード専用です。一般の道

路、高速道路を走行すると道路交通法およ
び道路運送車両法の違反となります。ま

た、私道、神社の境内、公園、農道、堤防
上など、いわゆる道路としての形態を整え
ていないところでも人や車が自由に出入

りできるところは、一般の道路とみなされ
ます。

この車両は一人乗り専用です。運転者以外
の人を乗せることはできません。

バイク事故の主な原因は、他の車両のドラ
イバーが走行中のバイクを見落としたり、

発見が遅れることによります。多くの事故
が、他の車両のドライバーがバイクに気づ

かなかったことで起きています。こうした
見落とし事故を減らすため、周りから認知

されやすい目立つ服装を心がけてくださ
い。
具体的には：

• 明るい色の服を着用してください。

• 他の運転者から見える位置を走行して

ください。運転者の死角を走行しないで
ください。

経験不足のライダーが多くの事故に巻き
込まれています。

• ライダーはバイクに乗る技量が充分な
人でなければなりません。またバイクに

乗る技量が充分な人のみに貸すように
してください。

• ご自身の技量と限界を熟知してくださ

い。自分の限界を超えないことが事故防
止には大切です。

• バイク自体とすべての運転操作に慣れ
るまで、運転操作の練習をすることをお

すすめします。
多くの事故はライダーのミスによって起

きます。典型的な例は、スピードの出し過
ぎやバンク角不足によってコーナーを曲

がりきれなくなることです。速すぎる速度
で走行しないでください。

慣れない場所では注意して運転してくだ
さい。隠れた障害物に出くわし、事故につ

ながるおそれがあります。
ライダーの姿勢は、正しい運転操作の上で

重要です。両手でハンドルを握って、両足

をフットレストに置き、車両をコントロー
ルしてください。

酒気を帯びているとき、また薬を飲んだと
きは運転しないでください。

エンジンを始動する前に、必ずギヤを
ニュートラルにしてください。

身体を保護する服装
バイクの事故による死亡原因のトップは頭

部への傷害です。頭部への傷害を防いだり軽
減させるために、必ずヘルメットを着用して

ください。
ヘルメットはPSCまたはSG、JISマークの

ある二輪車用を必ず着用してください。
ヘルメットのシールドまたはゴーグルを

着用してください。目を保護しないと、風
圧の影響で視力が落ち、危険物の発見が遅

れるおそれがあります。
すり傷、切り傷を防ぐため、ジャケット、

ブーツ、ズボン、グローブなどを着用して

ください。
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安全運転のために
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だぶついた服は着用しないでください。レ

バー、フットレスト、ホイールなどにから
まり、傷害や事故につながるおそれがあり

ます。
防護服を必ず着用し、つま先、かかと、脚

部を露出させないでください。運転中や運
転直後は、エンジンや排気装置が非常に高

温になるため、ヤケドするおそれがありま
す。

一酸化炭素中毒の予防
すべての排気ガスは、有毒な一酸化炭素を含

んでいます。一酸化炭素を吸い込むと、頭痛、
めまい、眠気、吐き気、意識障害を起こし、

最悪の場合、死亡するおそれがあります。
一酸化炭素は無味無臭で無色のガスです。こ
のため、排気ガスが見えない状態や臭いがし

ない状態でも無意識のうちに一酸化炭素を
吸ってしまうおそれがあります。一酸化炭素

をいったん吸い込むと、すぐに致死量に達し
て短時間のうちに意識不明となり死亡する

おそれがあります。また、密閉された場所や
換気が不充分な場所では、数時間や数日にわ

たって致死量レベルの一酸化炭素が残って
しまうおそれがあります。万一、中毒症状が

現れた場合は、すぐに換気のよいところに移
動し、医師の手当てを受けてください。

屋内でエンジンをかけないでください。換
気扇を回したり窓やドアを開けて換気し
ても、短時間のうちに一酸化炭素が充満す

るおそれがあり危険です。
倉庫や車庫などの、換気が不充分な場所や

閉鎖的な場所でエンジンをかけないでく
ださい。

屋外であっても、排気ガスが窓やドアなど
の開口部から建物の中に吸い込まれる可

能性がある場所では、エンジンをかけない
でください。

積載
アクセサリーの装着によって車両の重量配

分が変化した場合、操縦安定性やハンドリン
グに重大な影響を及ぼします。アクセサリー

を装着するときは、充分に注意してくださ
い。また、アクセサリーを取り付けた車両を

運転するときは、充分に注意してください。
以下は車両にアクセサリーを装着する際に

守るべき、一般的なガイドラインです。

過積載車両の運転は事故を引き起こすおそ

れがあります。
体重が 50.0 kg を超えるライダーは乗車し

ないでください。
アクセサリーの重量はできるだけ、軽いも

のにしてください。いちばん重いものを車
両の中心近くに積載し、なるべく車両の重

量を左右均等に配分させ、偏ったり、不安
定な状態はさけてください。

重量が移動すると、急に不安定になるおそ

れがあります。アクセサリーは、運転前に
車両に確実に取り付けるようにしてくだ

さい。アクセサリーの取り付け状態をこま
めに点検してください。

• タイヤの状態と空気圧を点検し、サスペ
ンションの調整が可能なモデルについ

ては、負荷に合わせてサスペンションを
調整してください。

• ハンドル、フロントフォーク、フロント
フェンダーには大きなアクセサリーや

重量のあるアクセサリーを取り付けな
いでください。

ヤマハ純正アクセサリー
アクセサリーを装備する場合は、慎重に製品

を選んでください。ヤマハ純正アクセサリー
は、ヤマハによって設計、テスト、および車

両への使用が認められたアクセサリーです。
ヤマハと無関係な多くのメーカーで、ヤマハ
車用のパーツやアクセサリーが製造されて

いたり、その他の改造品が提供されていま
す。ヤマハは、アフターマーケットで販売さ

れているこうした製品をテストすることが
できません。したがって、ヤマハ製以外のア

クセサリーの使用やヤマハで特に推奨して
いない改造については、ヤマハの販売店で販

売されていたり取り付けが行われた場合で
も、保証および推奨できません。

アフターマーケット製品、アクセサリー、
改造
デザインや品質面でヤマハ純正アクセサ
リーと類似しているアフターマーケット製

品でも、一部のアフターマーケット製品や改
造は、安全上、問題となる場合があります。

アフターマーケット製品の取り付けや、車両
の設計特性や操作性を変えてしまうような

その他の改造を行うと、運転者や周囲の人が
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安全運転のために
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重傷や死亡に至る危険性を高める場合があ

ります。車両の加工や改造に関連したけがや
損害については、使用者の自己責任となりま

す。
アクセサリーを取り付ける場合は、前述の

「積載」の注意と合わせて次のことに注意し
てください。

車の性能を損なうアクセサリーを取り付
けないでください。アクセサリーを装備す
る場合は、アクセサリーの取り付けによっ

て、地上高やコーナリングクリアランスが
減らないか、サスペンションの動き、ステ

アリングの取り回し、制御操作が妨げられ
ないかを、事前に念入りに点検してくださ

い。
• ハンドルやフロントフォークにアクセ

サリーを取り付けると、重量配分の変化
によって安全性が損なわれる場合があ

ります。ハンドルやフロントフォークに
アクセサリーを取り付ける場合は、でき

るだけ軽量のものを最小限取り付ける
ようにしてください。

• 大型でかさばるアクセサリーは、車の安
定性に大きな影響を与える場合があり
ます。風を受けて車が浮き上がりそうに

なったり、横風にバランスを崩される可
能性があります。

• アクセサリーによっては、運転者が通常
の乗車位置に座れなくなる場合があり

ます。乗車位置が不適切だと体の動きが
制限され、車両制御に影響を与えるおそ

れがあるため、こうしたアクセサリーの
装備はおすすめしません。

電装アクセサリーの取り付けには注意が
必要です。電装アクセサリーが電気系統の

容量を超えると、電気系統が故障し、照明
装置などの機能低下やエンジン出力低下

の原因となり危険です。

アフターマーケット製のタイヤとリム
車両に装着されているタイヤとリムは、車両
の性能に合わせて、最適な操縦性、制動性、

乗り心地が得られるように設計されていま
す。指定外のタイヤ、リム、サイズを組み合
わせての装着は、不都合が生じる場合があり

ます。タイヤの仕様と交換について、7-14
ページを参照してください。

運搬
車を運搬する際は、下記の内容を必ず守って
ください。

車から、運搬中落下の可能性がある部品を
取り外してください。

フューエルコック装備車の場合、フューエ
ルコックが OFF になっているか、また燃料

漏れしていないかを確認してください。
トレーラーの上またはトラックの荷台で、

車のフロントホイールをまっすぐにし、フ
ロントホイールをレールなどでしっかり

と固定してください。
マニュアルミッション車の場合、ギヤを入

れてください。
しっかりとした部分、例えばフレームまた

はフロントフォークのアンダーブラケッ

トなどを、固定用ベルトまたは適当なひも
を使用して固定してください。（ラバーマ

ウントのハンドルまたは方向指示灯など
の壊れやすい部分を固定しないでくださ

い。）なお、運搬中に塗装面をこすらない
ように、慎重にひもを掛ける場所を選んで

ください。
運搬中に車がおおきくバウンドしないよ

うに、固定用ベルトなどでリヤサスペン
ションをある程度まで圧縮させてくださ

い。
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各部の名称

3-1

3

JAU63371

左側面

6 74 52 31

9 81011
1. 伸側減衰力アジャスター (P4-9)
2. ラジエターキャップ (P7-8)
3. フューエルタンクキャップ（P4-3）
4. フューエルコック（P4-6）
5. チョークノブ（P4-7）
6. エアクリーナーエレメント（P 7-10）
7. シート (P4-8)
8. 伸側減衰力アジャスター (P4-11)
9. スロットルストップスクリュー（P7-12）
10.シフトペダル（P4-2）
11.圧側減衰力アジャスター（P4-9）
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各部の名称

3-2

3

JAU63391

右側面

21 3 4 5

9 8 67
1. スプリングプリロードアジャスター (P4-11)
2. 圧側減衰力アジャスター（P4-11）
3. キックスターター（P4-7）
4. スパークプラグキャップ (P7-6)
5. ブリードスクリュー (P 4-10)
6. 冷却水ドレンボルト（P7-9）
7. ブレーキペダル（P 4-3）
8. トランスミッションオイルドレンボルト (P7-7)
9. オイル注入口キャップ（P7-7）
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各部の名称

3-3

3

JAU63401

運転装置と計器類

1 32 4

1. クラッチレバー（P7-16）
2. エンジンストップスイッチ（P 4-1）
3. ブレーキレバー（P4-2）
4. スロットルグリップ（P7-13）
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各部の取り扱いと操作

4-1

4

JAU40661

ハンドルスイッチ

JAU53962

エンジンストップスイッチ “ENGINE 
STOP”
スイッチを押すとエンジンは停止します。

要　点
スイッチは、エンジンが停止するまで押し続
けてください。

JAU64023

クラッチレバー
クラッチレバーは、ハンドルの左側に取り付
けられています。クラッチを切るにはレバー

を握ります。クラッチを繋げるにはレバーを
放します。レバーを握るときは早く、放すと
きはゆっくりと行うと、スムーズなクラッチ

操作ができます。
クラッチレバーには握り幅調整ボルトが付

いています。クラッチレバーとハンドルバー
グリップとの距離の調整は以下のように行

います。
1. ロックナットをゆるめます。

2. レバーを握りながら、握り幅を大きくす
るときは、握り幅調整ボルトを (a) 方向

に回します。握り幅を小さくするとき
は、握り幅調整ボルトを (b) 方向に回し

ます。

3. ロックナットを締め付けます。

1. エンジンストップスイッチ “ENGINE STOP”

1. クラッチレバー

2. ロックナット

3. 握り幅調整ボルト

4. 握り幅

4

21 3

(b)

(a)
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各部の取り扱いと操作

4-2

4

JAU12876

シフトペダル

シフトペダルは車両の左側にあります。シフ
トアップするにはシフトペダルを上に動か

します。シフトダウンするにはシフトペダル
を下に動かします。（6-4 ページ参照）

JAU41267

ブレーキレバー
ブレーキレバーは、ハンドルの右側に取り付
けられています。フロントブレーキをかける

には、このレバーをスロットルグリップに向
けて握ります。
ブレーキレバーには握り幅調整ボルトが付

いています。ブレーキレバーとスロットルグ
リップとの距離の調整は以下のように行い

ます。
1. ゴムカバーをずらします。

2. ロックナットをゆるめます。
3. レバーをスロットルグリップから遠ざ

ける方向に押しながら、握り幅を大きく
するときは、握り幅調整ボルトを (a) 方
向に回します。握り幅を小さくするとき
は、握り幅 調整ボルトを (b) 方向に回し

ます。

4. ロックナットを締め付けます。

5. ゴムカバーを元の位置に戻します。

1. シフトペダル

1

1. ゴムカバー

2. ブレーキレバー

3. ロックナット

4. 握り幅調整ボルト

5. 握り幅

1

4

3

(a)

(b)

2

5
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各部の取り扱いと操作
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4

JAU12944

ブレーキペダル

ブレーキペダルは、車体の右側にあります。
リヤブレーキをかけるには、ブレーキペダル

を踏み込みます。

JAU13183

フューエルタンクキャップ
JWA12172

給油時およびガソリンを取り扱う場合は、次
のことを必ず守ってください。
給油時は必ずエンジンを止め、火気を近づ

けないでください。ガソリンは揮発性が高
く、引火しやすい燃料です。

フューエルタンクキャップを開ける前に、
車体などの金属部分に触れて静電気の除

去を行ってください。身体に静電気を帯び
た状態で給油すると、放電による火花で引

火する場合があり、ヤケドするおそれがあ
ります。

給油操作は、必ず一人で行ってください。
複数で行うと静電気が除去できない場合

があります。
給油は、必ず屋外で行ってください。

セルフサービスのガソリンスタンドで給
油するときは、ガソリンの吹きこぼれがな
いよう、慎重に給油してください。

給油限度（フィラーチューブ下端まで）を
超えてガソリンを入れないでください。走

行中にガソリンがにじみ出ることがあり
危険です。

給油後、フューエルタンクキャップを確実
に閉めてください。

フューエルタンクキャップを取り外すとき

は、キャップを反時計方向に回して取り外し
ます。

フューエルタンクキャップを取り付けると
きは、キャップを給油口に挿入し、時計方向

に回して取り付けます。

1. ブレーキペダル

1

1. フューエルタンクキャップ

1
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各部の取り扱いと操作

4-4

4

JWA11092

運転する前に、フューエルタンクキャップが

正しく締まっているか確認してください。

JAU41838

燃料
この車はガソリンとエンジンオイルの混合
燃料を使用するように設計されています。常

に乗車前に、ガソリンとエンジンオイルを容
器で混合してから、フューエルタンクに給油
してください。

JCA15602

常に新しいガソリンを使用し、乗車のすぐ前

にガソリンとオイルの混合を行って給油し
てください。混合してから数時間経った混合
燃料は使用しないでください。

ガソリンとエンジンオイルの混合のしか
た
きれいな容器にヤマルーブ2Rを注ぎ入れ、続
けてガソリンを加えます。容器を左右に振っ

てガソリンをよく混ぜます。

1. ヤマルーブ 2R
2. ガソリン

3. 容器

指定燃料：

無鉛プレミアムガソリン
推奨オイル：

ヤマルーブ 2R
タンク容量：

3.5 L
混合比（ガソリンとオイル）：

ならし運転期間： 15:1
ならし運転終了後： 30:1
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各部の取り扱いと操作

4-5

4

JCA15591

無鉛ガソリンを使用してください。有鉛ガソ

リンの使用はピストンリング、排気系統など
のエンジン部品に損傷を生じるおそれがあ

ります。

この車のエンジンは、無鉛プレミアムガソリ
ンを使用するよう設計されています。もし

ノッキング（またはピンギング）が起きた場
合は、違う銘柄のガソリンを使ってみてくだ

さい。
推奨オイルがないときは、同等のオイルを使

用してください。
JCA15552

エンジンの性能を最高に発揮させるため、常

に同じタイプのエンジンオイルを使用し、2
種類の違う銘柄のエンジンオイルを混ぜな

いでください。
違う銘柄のエンジンオイルを使用する場合、

フューエルタンクとキャブレターのフロー
トチャンバーから古い混合燃料を抜き取っ

てから新しい銘柄を使用してください。

フューエルタンクへの給油のしかた

図のようにフィラーチューブの下部まで給
油してください。

JWA10882

給油限度を超えてガソリンを入れると、ガ
ソリンが温まって膨張したときにあふれ

るおそれがあります。

高温のエンジンにガソリンをこぼさない

ように注意してください。

JCA10072

こぼれたガソリンは、きれいな乾いた柔らか

い布で直ちにふき取ってください。放置して
おくと、塗装面やプラスチック部分を損傷す
るおそれがあります。

1. 給油限度

2. フィラーチューブ

1 2
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各部の取り扱いと操作
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4

JAU13414

フューエルタンクブリーザーホー
ス

乗車の前に：
フューエルタンクブリーザーホースの接

続を点検します。
フューエルタンクブリーザーホースを点

検します。ひび、損傷がある場合はヤマハ
販売店へ交換を依頼してください。

フューエルタンクブリーザーホースがつ
まっていないか確認し、必要に応じて清掃

します。

JAU41281

フューエルコック
フューエルコックは、フューエルタンクから
キャブレターへと燃料をろ過しながら供給

します。
このフューエルコックには 2 つの位置があり
ます。

OFF

駐車時のレバー位置です。ガソリンは流れま
せん。エンジンがかかっていないときはレ

バーを常にこの位置にしてください。

ON

始動および走行時のレバー位置で、ガソリン
が流れます。

1. フューエルタンクブリーザーホース

1

1. “OFF”

1. “ON”

1

1
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各部の取り扱いと操作

4-7

4

JAU13641

チョークノブ

エンジンが冷えているときは、チョークを使
用すると始動が容易になります。

ノブを (a) 方向に引き、チョークをオンにし
ます。
ノブを (b) 方向に戻し、チョークをオフにし

ます。

JAU13651

キックスターター

キックスターターレバーを出し、力強くキッ
クします。この車はギヤの位置にかかわら

ず、クラッチレバーを握れば始動できるプラ
イマリーキック方式を採用していますが、ギ
ヤをニュートラルにしてからキックしてく

ださい。

1. チョークノブ

1
(a)

(b)

1. キックスターターレバー

1
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各部の取り扱いと操作
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4

JAU84041

シート

シートの取り外しかた
1. シート後部をめくり、ボルトを取り外し

ます。

2. シートを上に持ち上げてから後方に引

いて取り外します。

シートの取り付けかた
1. 図のようにシート前部の溝をフューエ

ルタンク上の突起に合わせ、シートの突

起をホルダーに差し込みます。

2. シートを元の位置に取り付けます。
3. シート後部のボルトを締め付けます。

要　点
シートの取り外し、取り付けを行うとき

は、工具でシートを傷つけないように注意

してください。
乗車する前に、シートが正しく取り付けら

れていることを必ず確認します。

1. ボルト

1

1. 溝

2. 突起

3. ホルダー

3

2

1
2
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各部の取り扱いと操作
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4

JAU84383

フロントフォークの調整
JWA10181

左右のフォークは同じ位置に調整してくだ
さい。左右が異なると操縦安定性に悪影響を
およぼします。

フロントフォークには、伸側減衰力アジャス
ターおよび圧側減衰力アジャスターが装備

されています。
JCA10102

調整範囲を超えて、アジャスターを回さない

でください。

伸側減衰力
1. プロテクターを取り外します。

2. 減衰力アジャスターを(a)方向に回すと、
伸側減衰力が強くなり、(b) 方向に回す

と弱くなります。
減衰力の調整は、アジャスターを (a) 方
向に止まるまで回し、(b) 方向へ戻すク
リック段数を数えて行います。

3. プロテクターを取り付けます。

要　点
プロテクターは、図のようにノッチ側が車

両後方になるように取り付けてください。
アジャスターを (a) 方向に回すと、止まる位

置と 1 段の位置が同じになることがありま

す。
アジャスターを (b) 方向に回すと、調整範囲

以上にも回りますが、減衰力に変化はあり
ません。調整範囲内で使用してください。

1. プロテクター

1

1. 伸側減衰力アジャスター

伸側減衰力：

最小（ソフト）：
(b) 方向へ 20 段

標準：

(b) 方向へ 10 段

最大（ハード）：
(b) 方向へ 1 段

1. ノッチ

1 1

(a) (b)(a) (b)

1
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各部の取り扱いと操作
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4

圧側減衰力
1. ゴムキャップをフロントフォークから

取り外します。

2. 減衰力アジャスターを(a)方向に回すと、
圧側減衰力が強くなり、(b) 方向に回す

と弱くなります。
減衰力の調整は、アジャスターを (a) 方
向に止まるまで回し、(b) 方向へ戻すク
リック段数を数えて行います。

3. キャップを取り付けます。

要　点
アジャスターを (a) 方向に回すと、止まる位

置と 1 段の位置が同じになることがありま

す。
アジャスターを (b)方向に回すと、調整範囲

以上にも回りますが、減衰力に変化はあり
ません。調整範囲内で使用してください。

JAU84390

フロントフォークのエア抜き
走行により、フロントフォーク内の温度が上
がると、フォーク内の空気圧が上昇し、フロ

ントサスペンションは固くなります。このよ
うな場合、以下のようにしてフロントフォー
クのエア抜きを行います。

JWA10201

エア抜きは左右のフロントフォークに対し
て行ってください。左右が異なると操縦安定

性に悪影響をおよぼします。

エア抜きのしかた
1. プロテクターを取り外します。

2. エンジンの下に適当なスタンドを置き
ます。（7-28 ページ参照）

3. フロントホイールを持ち上げて、ブリー
ドスクリューのまわりを清掃します。

4. ブリードスクリューを外します。

5. 数秒待ってからブリードスクリューを

取り付けます。
6. プロテクターを取り付けます。

1. ゴムキャップ

2. 圧側減衰力アジャスター

圧側減衰力：

最小（ソフト）：
(b) 方向へ 20 段

標準：
(b) 方向へ 12 段

最大（ハード）：

(b) 方向へ 1 段

2

1

(a)
(b)

1. プロテクター

1. ブリードスクリュー

1

1 1
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各部の取り扱いと操作
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JAU84212

リヤクッションの調整
リヤクッションには、スプリングプリロード
アジャスター、伸側減衰力アジャスターおよ

び圧側減衰力アジャスターが装備されてい
ます。

JCA10102

調整範囲を超えて、アジャスターを回さない
でください。

スプリングプリロード
スプリングプリロードの調整は以下のよう
に行います。

1. シートを取り外します。（4-8 ページ参
照）

2. エアクリーナージョイントのクランプ
ボルトをゆるめます。

3. ボルトを外して左右のカバーを取り外
します。

4. マフラー取付ボルトを外してマフラー
を取り外します。

5. リヤフレームボルトを外してリヤフ
レーム一式を取り外します。1. クランプボルト

1. ボルト

2. カバー

1

1

2

1. ボルト

2. カバー

1. マフラー

2. マフラー取付ボルト

1. リヤフレーム一式

2. リヤフレームボルト

1

2

2

1

2

1
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各部の取り扱いと操作
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6. ロックナットをゆるめます。
7. プリロードアジャスターを (a) 方向に回

すと、スプリングプリロードが大きくな
り、(b) 方向に回すと小さくなります。

スプリングプリロードのセッティング
は、図のセット長 A を測定して決めま

す。セット長 A を短くすると、スプリ
ングプリロードは大きくなり、長くする

と小さくなります。

要　点
この調整に使うスペシャルレンチはヤマ

ハ販売店で入手できます。
アジャスターを 1 回転するごとに、セット

長 A は 1.5 mm ずつ変化します。

8. ロックナットを規定のトルクで締め付

けます。

JCA10122

ロックナットはアジャスターにあたるまで

締め込んでから、規定のトルクで締め付けて
ください。

9. 図のようにリヤフレーム一式を取り付
け、リヤフレームボルトを規定のトルク
で締め付けます。

1. リヤフレーム一式

2. リヤフレームボルト

1. ロックナット

2. スプリングプリロードアジャスター

2

1

1

2

(a)

(b)

1. セット長 A

スプリングプリロード：

最小（ソフト）：
セット長 A = 205.5 mm

標準：

セット長 A = 199.0 mm
最大（ハード）：

セット長 A = 195.0 mm

締め付けトルク：
ロックナット：

30 N·m (3.0 kgf·m)

1
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10. マフラーを取り付け、マフラー取付ボル

トを規定のトルクで締め付けます。

11. カバーを元の位置に戻してボルトを締

め付けます。

12. エアクリーナージョイントをキャブレ

ターにはめ込み、クランプボルトを締め
付けます。

13. シートを取り付けます。

伸側減衰力
減衰力アジャスターを (a) 方向に回すと、伸
側減衰力が強くなり、(b) 方向に回すと弱くな

ります。
減衰力の調整は、アジャスターを (a) 方向に
止まるまで回し、(b) 方向へ戻すクリック段数

を数えて行います。

要　点
アジャスターを (a) 方向に回すと、止まる位

置と 1 段の位置が同じになることがありま

す。
アジャスターを (b) 方向に回すと、調整範囲

以上にも回りますが、減衰力に変化はあり

ません。調整範囲内で使用してください。

圧側減衰力
減衰力アジャスターを (a) 方向に回すと、圧

側減衰力が強くなり、(b) 方向に回すと弱くな
ります。
減衰力の調整は、アジャスターを (a) 方向に

止まるまで回し、(b) 方向へ戻すクリック段数
を数えて行います。

締め付けトルク：

リヤフレームボルト：
23 N·m (2.3 kgf·m)

締め付けトルク：

マフラー取付ボルト：
10 N·m (1.0 kgf·m)

1. 伸側減衰力アジャスター

1 (a)
(b)

伸側減衰力：

最小（ソフト）：
(b) 方向へ 30 段

標準：

(b) 方向へ 10 段

最大（ハード）：
(b) 方向へ 1 段

1. 圧側減衰力アジャスター

圧側減衰力：

最小（ソフト）：
(b) 方向へ 15 段

標準：
(b) 方向へ 10 段

最大（ハード）：

(b) 方向へ 1 段

(b)

(a) 1
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要　点
アジャスターを (a) 方向に回すと、止まる位

置と 1 段の位置が同じになることがありま
す。

アジャスターを (b)方向に回すと、調整範囲
以上にも回りますが、減衰力に変化はあり

ません。調整範囲内で使用してください。

JWA10222

リヤクッションユニットには高圧窒素ガス

が封入されています。リヤクッションユニッ
トを取り扱う場合は、必ず下記のことを厳守

してください。
シリンダー本体を加工または分解しない

でください。
リヤクッションユニットを火気の中に投

げ込まないでください。高温にさらすとガ
スが膨張し、爆発するおそれがあります。

シリンダーを変形させたりダメージを与

えないでください。これを行うと、減衰力
が低下するおそれがあります。

損傷または変形したリヤクッションユ
ニットを、ご自分で処分しないでくださ

い。リヤクッションユニットの処分が必要
なときは、ヤマハ販売店にご相談くださ

い。
点検整備については、必ずヤマハ販売店に

て実施してください。

JAU41382

取り外し式サイドスタンド

この車は取り外し式サイドスタンドを装備
しています。

要　点
車両を支えるときや、運搬するときにはサイ
ドスタンドが確実に装着されているか確認

してください。

JWA14602

サイドスタンドを立てているとき、車体に

余分な力をかけないでください。
発進前には常にサイドスタンドを取り外

してください。

1. サイドスタンド

1
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JAU84180

YPVS システム
このモデルのエンジンは、ヤマハパワーバル
ブシステム（YPVS）を装備しています。こ

のシステムは、排気ポートの開口面積を制御
するバルブによってエンジン出力を向上さ
せます。

JCA26380

YPVS システムは膨大なテスト結果を元に調

整されています。充分な専門知識がないまま
YPVS の設定を変更すると、エンジン性能の
低下やエンジンを損傷させるおそれがあり

ます。
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JAU68831

日常点検の実施
車を安全で快適に使用いただくため、走行前点検リストに基づいた日常点検を必ず実施してく
ださい。

JWA12032

日常点検を怠ると重大な事故やケガ、トラブルの原因となります。必ず実施してください。

異常が認められたときは、乗車前にご使用のかたご自身またはヤマハ販売店で必ず整備を
行ってください。

要　点
点検整備に使用する工具は、必要に応じてお買い求めください。（モデルにより、サービスツー
ルの有無や内容が異なります。）

走行前点検リスト

項目 点検、整備内容
参照
ページ

燃料

 フューエルタンクの残量を点検します。

 常に新鮮な混合ガソリンを使用します。

 フューエルホースに漏れがないか点検します。

 フューエルタンクブリーザーホースにつまり、ひび、

損傷がないか、また正しく接続されているか点検しま
す。

4-4, 4-6

トランスミッションオイ
ル

 オイル漏れがないか点検します。 7-7

冷却水

 冷却水量を点検します。

 必要に応じて指定の冷却水を規定量まで補充します。

 冷却システムに漏れがないか点検します。

7-8

フロントブレーキ

 作動を点検します。

 レバーの操作具合が柔らかいか、スポンジを握るよう

なフワフワの感覚であれば、ヤマハ販売店で油圧系統
のエア抜きを行ってください。

 ブレーキパッドの摩耗を点検します。

 必要に応じて交換します。

 ブレーキ液の量を点検します。

 必要に応じて指定のブレーキ液を規定の量まで補充し

ます。
 油圧系統に漏れがないか点検します。

7-19, 
7-20

リヤブレーキ

 作動を点検します。

 ペダルの操作具合が柔らかいか、スポンジを握るよう

なフワフワの感覚であれば、ヤマハ販売店で油圧系統
のエア抜きを行ってください。

 ブレーキパッドの摩耗を点検します。

 必要に応じて交換します。

 ブレーキ液の量を点検します。

 必要に応じて指定のブレーキ液を規定の量まで補充し

ます。
 油圧系統に漏れがないか点検します。

7-19, 
7-20
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クラッチ

 作動を点検します。

 レバーの遊びを点検します。

 必要に応じて調整します。

 必要に応じてケーブルに注油します。

7-16

スロットルグリップ

 作動がスムーズであるか点検します。

 スロットルグリップの遊びを点検します。

 必要に応じて、スロットルグリップの遊びを調整しま

す。

7-13, 
7-24

ドライブチェーン

 チェーンのたわみ量を点検します。

 必要に応じて調整します。

 チェーンの状態を点検します。

 ヤマルーブ 180 チェーンオイルを給油します。

7-21, 
7-23

ドライブスプロケット

 ドライブスプロケットナットが規定トルクで締まって

いるか点検します。
 必要に応じて締め付けます。

—

ホイールとタイヤ

 損傷がないか点検します。

 タイヤの状態と溝の深さを点検します。

 空気圧を点検します。

 必要に応じて調整、交換します。

 必要に応じてスポークのゆるみ、締め付けを点検しま

す。

7-14, 
7-15

シフトペダル

 作動が滑らかであるか点検します。

 シフトペダルボルトが規定トルクで締まっているか点

検します。
 必要に応じて調整します。

7-18

ブレーキペダル
 作動が滑らかであるか点検します。

 必要に応じてペダルの取り付け部分に注油します。
7-25

ブレーキレバーとクラッ
チレバー

 作動がスムーズであるか点検します。

 必要に応じてレバーの取り付け部に注油します。
7-24

ステアリング
 ハンドルバーが滑らかに動くか、がたつきがないか点

検します。
7-27

フロントフォークとリヤ
クッション

 作動が滑らかか、オイル漏れがないかを点検します。

4-9, 
4-10, 
4-11, 
7-26

車体の締付具合

 ナット、ボルト、スクリューが規定トルクで締まって

いるか点検します。
 すべてのコッタピンに損傷がないか、また正しく取り

付けられているか点検します。
 必要に応じて締め付けるか、または交換します。

—

可動部とケーブル

 ケーブル類に損傷がないか点検します。

 ケーブル類が滑らかに動くか点検します。

 ハンドルバーを回したときやフロントフォークが上下

したときに、ケーブル類がからまないか点検します。
 必要に応じて可動部やケーブルに注油します。

7-23, 
7-24, 
7-26, 
7-25

項目 点検、整備内容
参照
ページ
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排気系統

 エキゾーストパイプとマフラーがきちんと締め付けら

れているか、亀裂がないか点検します。
 漏れがないか点検します。

—

エンジンストップスイッ
チ

 作動を点検します。 4-1

点火系統
 全ての配線やケーブル類が正しく接続されているか点

検します。
7-6

項目 点検、整備内容
参照
ページ
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JAU46041

JWA14611

この車両はオフロード専用です。乗車前に
各部の取り扱いと操作に慣れてください。

操作でご不明な場合はヤマハ販売店にご
相談ください。

風通しの悪い場所でエンジンを始動した

り、かけたままにしないでください。排気
ガスには毒性があり、短時間のうちに意識

を失ったり、死を招くおそれがあります。
常に風通しのよい場所でエンジンを始動

してください。
発進の前に、サイドスタンドを取り外して

ください。サイドスタンドを取り外さない
と地面に接地し、ライダーを混乱させたり

車両のバランスを損ない、操縦安定性を損
なわせるおそれがあります。

JAU41506

ならし運転
JWA10322

点検整備を怠ったり正しく整備を行わない
と、乗車中や整備中、死亡または重傷に至る
可能性が高くなります。整備作業について自

信がない場合は、ヤマハ販売店に作業を依頼
してください。

要　点
エンジンの初回始動時は、エアクリーナーに
オイルを塗布してください。（7-10 ページ参

照）

ならし運転のしかた
1. 以下のならし運転時期の混合比の燃料

をフューエルタンクに入れてください。

2. エンジンを始動します。エンジンストッ
プスイッチの機能の点検を行います。

（4-1 ページ参照）
3. 5 ～ 8 分間スロットルを適度に開け、低

速ギヤで走行します。エンジンを停止
し、スパークブラグの状態を点検しま
す。(7-6 ページ参照 ) ならし運転中のス

パークプラグは、黒く湿った状態になっ
ています。

4. エンジンを冷やします。エンジンを再始
動し、手順 3 と同様に走行します。それ

から短い間隔で高いギヤにシフトし、フ
ルスロットルのレスポンスを点検しま

す。エンジンを停止し、スパークプラグ
を点検します。

5. 再びエンジンを冷やした後、再始動して
5 分以上走行させます。フルスロットル

かつ高速ギヤを使っても構いませんが、
フルスロットルにし続けるのは避けて
ください。エンジンを停止し、再度ス

パークプラグの状態を点検します。

推奨オイル：
ヤマルーブ 2R

混合比（ガソリンとオイル）：
15:1
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6. エンジンを冷やし、シリンダーヘッドと

シリンダーを取り外し、ピストンとシリ
ンダーを点検します。ピストンの焼き付

き跡を＃ 600 のサンドペーパーで取り
除きます。全ての部品を清掃し、シリン

ダーとシリンダーヘッドを注意深く組
み付けます。

7. ならし運転用の混合燃料をフューエル
タンクから抜き、指定の混合比の燃料を
給油します。（4-4 ページ参照）

8. エンジンを再始動し、低速から高速のギ
ヤで全域を点検するように走行します。

エンジンを停止し、スパークプラグの状
態を点検します。淡いキツネ色になって

いるかを点検します。
9. 再始動し、10 ～ 15 分以上走行します。

エンジンを停止し、スパークプラグの状
態を点検します。(7-6 ページ参照 ) 以上

で通常走行できる準備が整いました。
10. ならし運転が終了したら、部品のゆる

み、オイル漏れ、その他の問題がないか
車両全体を点検します。加えて、全ての

部品の取り付け状態、ゆるみを点検し、
必要であれば増し締めします。

要　点
念入りに点検し、隅々まで（特にケーブル類、
ドライブチェーンの張り、スポークのゆるみ

など）調整します。

エンジンのオーバーホールに関する注意
以下の部品を交換した場合、必ずならし運転
を行ってください。

ピストン、リングまたはトランスミッショ
ンのギヤ：これらの部品はスロットル開度

を半分以下で約 30分のならしが必要です。
シリンダーまたはクランクシャフト：約 1

時間のならし運転が必要です。

要　点
ならし期間中、エンジンの状態に注意してく

ださい。

JCA10271

ならし運転の間にエンジントラブルが発生

したときは、すぐにヤマハ販売店にて車両を
点検してください。
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JAU41308

エンジン始動（エンジンが冷えて
いるとき）

1. フューエルコックを ON にします。
2. ギヤをニュートラルにします。

3. チョークをオンにし、スロットルを完全
に閉じます。（4-7 ページ参照）

4. キックして、エンジンを始動させます。
JCA15992

エンジンを長持ちさせるため、エンジンが

冷えている間の急加速や、無用な空ぶかし
は避けてください。

長時間のアイドリングはガソリンのムダ
使いになるだけでなく、環境への悪影響に

もなりますので、やめてください。
通常のアイドリング回転数を必要以上に

高くした状態（アイドルアジャスターの
誤った調整や、スロットルグリップを開け

て固定した状態など）で、長時間放置しな
いでください。温度上昇により、エンジン
または車両が損傷する場合があります。

5. エンジンが暖まったら、チョークをオフ
にします。

JCA15671

チョークをオンにしたまま、長時間放置し
ないでください。故障の原因になるおそれ

があります。
走行するときは必ず、チョークをオフにし

てください。

要　点
チョークをオフにした状態でエンジンがス
ロットルにすぐに反応すれば、エンジンは暖

まっています。

JAU16661

エンジン始動（エンジンが暖まっ
ているとき）
エンジンが暖まっているときは、チョークを
必要としないことを除いて、エンジンが冷え

ているときのエンジン始動と同じ手順で行
います。その代わり、スロットルを少し開け

た状態でエンジンを始動させます。

要　点
数回キックしてもエンジンが始動しない場

合、スロットルを 1/4 から 1/2 開けて再度試
みます。
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JAU16674

ギヤチェンジのしかた

ギヤチェンジを行って発進、加速や坂道を登
るときなどに必要なエンジンのパワーを調

整します。
ギヤの位置は図に示すようになっています。

要　点
ニュートラル（ ）にシフトするには、繰り
返しシフトダウンして一番下の位置になっ

たところで、わずかにシフトアップします。

JCA10261

ギヤがニュートラルの位置の状態でも、エ
ンジンをかけないまま長時間惰性で走ら
せないでください。また、長い距離を牽引

しないでください。トランスミッションは
エンジンが回転しているときのみ、適切に

潤滑されます。潤滑不足によりトランス
ミッションに損傷を与えることがありま

す。
ギヤを変えるときは、エンジン、トランス

ミッション、ドライブチェーンの損傷を防
ぐため、必ずクラッチレバーを握ってくだ

さい。エンジン、トランスミッション、ド
ライブチェーンは、クラッチを使用しない

状態でのシフト操作に耐えられるように
は設計されていません。

JAU16691

発進と加速のしかた
1. クラッチレバーを握ります。
2. ギヤを 1 速に入れます。

3. 少しづつスロットルを開け、ゆっくりと

クラッチレバーを放して発進します。
4. 車が変速に適した速度に達したら、ス

ロットルを閉じます。すばやく、クラッ
チレバーを握ります。

5. ギヤを 2 速に入れます。（ギヤがニュー
トラルに入らないように注意してくだ

さい。）
6. 半分スロットルを開け、徐々にクラッチ

レバーを放します。

7. 次のギヤに変速するときは同じ手順で
行ってください。

JAU16711

減速のしかた
1. スロットルを完全に閉じます。フロント

ブレーキとリヤブレーキを同時に徐々
にかけます。

2. 順にシフトダウンして行き、車両が停止
したらギヤをニュートラルに入れます。

1. ギヤの位置

2. シフトペダル

2

1

1
N
2
3
4
5
6
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ブレーキ
1. スロットルを完全に閉じます。
2. フロントブレーキとリヤブレーキを同

時に、徐々にかけます。

＜フロントブレーキ＞

＜リヤブレーキ＞

JWA11573

急なブレーキ操作は避けてください（特に

どちらか一方に傾いているとき）。横すべ
りや転倒の原因となります。

踏切、路面電車のレール、道路建設現場の
鉄製のプレート、マンホールのフタなど

は、濡れているときは極端に滑りやすくな
ります。そのようなところでは減速し、注

意して走行してください。
濡れた路面では、ブレーキがききにくいこ

とを留意してください。

下り坂でのブレーキ操作は非常に困難で
す。下り坂に差しかかる前までに充分減速

してください。
連続したブレーキ操作は避けてください。

ブレーキ部の温度が上昇し、ブレーキのき
きが悪くなるおそれがあります。

JAU17192

駐車
駐車するときは、エンジンを止め、フューエ
ルコックを OFF にします。

JWA10312

エンジンとエキゾーストシステムは非常

に高温になることがあるので、歩行者や子
供がそれらに触れないような場所に駐車

してください。
斜面や軟弱な地面には駐車しないでくだ

さい。車が転倒するおそれがあります。
草や可燃物などの火災の危険がある場所

には、決して駐車しないでください。
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JAU17246

安全を保つことは所有者のつとめです。定期
的な点検、調整や注油によって車の安全性と

本来の性能を保つことができます。点検、調
整と注油の重要なポイントについて、以下の

ページで説明します。
「定期点検整備項目（一般）と給油」に示し
た時期は、通常の走行条件での一般的な指針

と考えてください。気象、地形、地理的条件
や個々の使用方法によっては、整備の時期を

早める必要があります。
JWA10322

点検整備を怠ったり正しく整備を行わない

と、乗車中や整備中、死亡または重傷に至る
可能性が高くなります。整備作業について自

信がない場合は、ヤマハ販売店に作業を依頼
してください。

JWA15461

走行直後はブレーキ関係の部品に直接触れ

ないでください。ブレーキディスク、キャリ
パー、ドラム、ライニングなどは使用すると

高温になり、ヤケドするおそれがあります。
点検整備はブレーキ関係の部品が充分に冷

えてから行ってください。
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定期点検整備項目（一般）と給油
以下の表は、一般的な点検整備および給油の目安を示しています。天候、地形、地理的条件な
ど個々の使用状態に応じて、点検整備と給油の時期を変更する必要があることに留意してくだ

さい。車の点検整備、給油の時期をいつにしたらよいかわからない場合は、ヤマハ販売店にご
相談ください。

要　点
* 印の項目は、特殊工具、データ、技能を必要とするため、ヤマハ販売店に点検整備をご依頼
ください。

NO.

1 *

•

� �
•
• � �

2 *

•

� �

• � �

3 *
•

�

• �

4 *

•

� �
•
•

� �•

•
�

5 *

6 *

•

� �

� �

•
•
•

� �

•

�
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10 * • � �

11 *
•

�
•
•

� �12 *

• �
•

13 *

• �

�

�

�

14 *
•

� �

• � �
•

� �15 •
• �
•

16 * • � �

• �

NO.

7 *

•

� �

•
• �

8 *

•
� �

•
�

• �

9 *
•

�
•
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23 *

•

• � �
•

• � �
• �
• �

NO.

• � �

17 *

•
�

•
�

• �
•

� �18 *
•

19
• � �
• �

20 *
•

� �

� �

21 * • � �

22 *

•

•
•
•
•

• �
• �
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JAU42012

要　点
油圧式ブレーキの点検整備

• 定期的に点検を行い、必要に応じてブレーキ液を補充してください。
• マスターシリンダーとキャリパー内のパーツ、およびブレーキ液は 2 年毎に交換してくだ

さい。

• ブレーキホースは 4 年毎、または亀裂や損傷がある場合は交換してください。

NO.

*
•

� �•

*
•

� �•

• � ���
*

•
�•

*

•
� �

•
� �

•
� �

* •
�

• �
•

� �

•
� �

*
•

�

•
�

• �
* • � �

*

•

� �
•

•

24

27

25

26

28

29

30

31

�
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JAU84450

スパークプラグの点検
スパークプラグはエンジンの重要な部品の
ひとつで、簡単に点検することができます。

熱や堆積物により、どんなスパークプラグで
も徐々に腐食が進むため、スパークプラグは
必ず「定期点検整備項目（一般）と給油」に

従って取り外し、点検してください。また、
スパークプラグの状態によって、エンジンの

状態がわかることもあります。

スパークプラグの取り外しかた
1. スパークプラグキャップを取り外しま

す。

2. 図のようにスパークプラグを取り外し
ます。スパークプラグレンチはお買いあ

げのヤマハ販売店でお求めになれます。

スパークプラグの点検のしかた
1. スパークプラグの中心電極の周りのガ

イシが淡いキツネ色になっているかを

点検します。（淡いキツネ色に焼けてい
るのが理想です。）

要　点
スパークプラグが明らかに違う色を示して

いる場合は、エンジンが適正に運転されてい
ない可能性があります。このようなときはご

自分で判断を行わずにヤマハ販売店で車の
点検を受けてください。

2. スパークプラグを調べて電極の腐食や
過度のカーボン、その他の堆積物がない

かを確認し、必要に応じてスパークプラ
グを交換します。

3. シックネスゲージでスパークプラグの

ギャップを測定し、必要に応じて規定値
に合うようにギャップを調整します。

スパークプラグの取り付けかた
1. スパークプラグガスケットの表面と、そ

の合わせ面を清掃し、スパークプラグの

ねじ山に汚れがあればふき取ります。
2. スパークプラグレンチを使ってスパー

クプラグを取り付け、規定のトルクで締
め付けます。

1. スパークプラグキャップ

1. スパークプラグレンチ

1

1

指定スパークプラグ：
NGK/BR9ECM

1. プラグギャップ

スパークプラグギャップ：
0.7–0.8 mm

締め付けトルク：
スパークプラグ：

20 N·m (2.0 kgf·m)
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要　点
トルクレンチが利用できない場合は、スパー

クプラグを指で締め付け、さらにレンチで1/4
から 1/2 回転させてください。ほぼ正しい締

め付けトルクになります。しかし、できるだ
け早く規定の締め付けトルクで締め付けて

ください。

3. 図のようにスパークプラグキャップを

取り付けます。

JAU4144C

トランスミッションオイル
トランスミッションオイルの漏れがないか、
走行するごとに点検してください。もし漏れ

があった場合は、ヤマハ販売店に点検整備を
依頼してください。また、トランスミッショ
ンオイルは「定期点検整備項目（一般）と給

油」に従って定期的に交換してください。
1. エンジンを始動し、数分間運転してから

停止します。
2. 車を平坦なところで垂直に立てます。

3. 使用済みのオイルを回収するため、トラ
ンスミッションの下にオイルトレーを

置きます。
4. オイル注入口のキャップと O リングを

取り外したあと、トランスミッションオ
イルドレンボルトとガスケットを取り

外し、トランスミッションからオイルを
抜き取ります。

5. 新品のガスケットを使用してトランス

ミッションオイルドレンボルトを取り
付け、規定トルクで締め付けます。

6. 規定量の推奨トランスミッションオイ
ルを注入します。

1. スパークプラグキャップ

1

1. オイル注入口キャップ

2. O リング

3. トランスミッションオイルドレンボルト

4. ガスケット

締め付けトルク :
トランスミッションオイルドレンボル
ト：

10 N·m (1.0 kgf·m)

1

2

4 3
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クラッチの滑りを防ぐため（トランスミッ
ションオイルにはクラッチの潤滑作用も

あるため）、いかなる化学添加剤も混ぜな
いでください。ディーゼル車用の CD 級オ

イルや、指定よりも高いグレードのオイル
は使わないでください。また、ENERGY
CONSERVING II 以上のラベルのついたオ
イルは使わないでください。

トランスミッションに異物が入らないよ

うに注意してください。

7. O リングに損傷がないか点検し、損傷が

ある場合は交換してください。
8. オイル注入口のキャップと O リングを

取り付けてしっかりと締めます。
9. エンジンを始動し、数分間運転してトラ

ンスミッションオイルの漏れがないか

を点検します。もし、漏れていたらエン
ジンをただちに停止し、原因を調べてく

ださい。

JAU20071

冷却水

JAUM1296

冷却水量の点検

要　点
冷却水量はエンジンの温度によって変化

するため、点検はエンジンが冷えていると
きに行ってください。

冷却水量を点検するときは、車が垂直に立
てられていることを確認してください。傾

いていると正しく読み取れません。

1. 車を平坦なところで垂直に立てます。

2. ラジエターキャップを取り外し、ラジエ
ター内の冷却水量を点検します。

JWA10382

エンジンが高温になっているときには、決し
てラジエターキャップを開けないでくださ

い。

要　点
冷却水は規定クーラントレベルまでなけれ
ばなりません。冷却水量はエンジンの温度に

よって変化します。

推奨オイル :
ヤマルーブ　ギヤオイル

オイル容量 :
0.50 L

1. ラジエターキャップ

1
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3. 冷却水量がこのレベルより低い場合、冷

却水を補充し、ラジエターキャップを取
り付けます。

JCA10473

クーラントが入手できない場合は、蒸留水
か水道水（軟水）を代用してください。硬

水や塩水はエンジンを傷めますので使用
しないでください。

クーラントの代わりに水を使用した場合
は、できるだけ早くクーラントと交換して

ください。水のままですと、冷却装置が凍
結や腐食から保護されないことになりま

す。
クーラントに水を加えた場合は、できるだ

け早くヤマハ販売店でクーラントの不凍

液含有量を確認してください。放置すると
不凍効果が低下することになります。

要　点
エンジンがオーバーヒートした場合、7-33
ページの説明を参照してください。

JAUM1318

冷却水の交換
1. 車を平坦なところで垂直に立て、必要に

応じてエンジンを冷まします。
2. 使用済みの冷却水を回収するため、エン

ジンの下にトレーを置きます。
3. ラジエターキャップ、冷却水ドレンボル

トとガスケットを取り外し、冷却水を排
出します。

JWA10382

エンジンが高温になっているときには、決し

てラジエターキャップを開けないでくださ
い。

4. 冷却水が完全に排出されたら、冷却系統
をきれいな水道水で洗います。

5. 新品のガスケットを使用してドレンボ
ルトを取り付け、規定のトルクで締め付

けます。

6. 冷却水をラジエターに、いっぱいまで注
入します。

1. 規定クーラントレベル

1

1. ラジエターキャップ

1. 冷却水ドレンボルト

2. ガスケット

締め付けトルク：

ドレンボルト：
10 N·m (1.0 kgf·m)

1

2 1
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7. ラジエターキャップを取り付け、エンジ
ンを始動し、数分間運転して止めます。

8. ラジエターキャップを取り外して、ラジ
エター内の冷却水量を点検します。必要
に応じて冷却水を規定クーラントレベ

ルまで補充し、ラジエターキャップを取
り付けます。

9. エンジンを始動し、冷却水の漏れがない
かを点検します。もし、冷却水が漏れて

いたらヤマハ販売店で冷却系統の点検
を受けてください。

JAU84100

エアクリーナーエレメントの清掃
エアクリーナーエレメントは「定期点検整備
項目（一般）と給油」で指定する時期に点検

整備を行ってください。ほこりの多い場所や
湿気の多い場所を走行する機会が多い場合
は、指定の時期より早めにエアクリーナーエ

レメントを清掃または必要に応じて交換し
てください。

1. シートを取り外します。（4-8 ページ参
照）

2. ウイングボルトとワッシャーを外し、エ
アクリーナーエレメントを取り外しま

す。

3. エアクリーナーエレメントフレームか
らエアクリーナーエレメントを取り外

します。

4. エアクリーナーエレメントをきれいな
灯油で洗浄して軽くしぼります。

不凍液／水道水の混合比：
1:1

推奨不凍液：

ヤマルーブ ロングライフクーラント

冷却水量：
ラジエター（全水路）：

0.38 L

1. ウイングボルト

2. ワッシャー

3. エアクリーナーエレメント

1. エアクリーナーエレメント

2. エアクリーナーエレメントフレーム

1

2

3

1

2
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5. ヤマルーブフィルターオイルをエアク

リーナーエレメントの表面全体に塗布
してから、布切れなどで包み、しぼりま

す。

要　点
エアクリーナーエレメントは湿った状態に

しますが、たれる程にはしないでください。

6. エアクリーナーエレメントをエレメン

トフレームにかぶせます。
7. エアクリーナーエレメントの突起部を

エアクリーナーケースの溝に合わせて、
ワッシャー、ウイングボルトを取り付け

ます。
JCA16692

エアクリーナーエレメントがエアクリー

ナーケースに正しく装着されていること
を確認してください。

エアクリーナーエレメントを取り付けな
いままエンジンを始動しないでください。
これを行うと、ピストンやシリンダーの摩

耗が激しくなります。
ワッシャーの組付方向は図のようになり

ます。ワッシャーの向きに注意して組み付
けてください。

8. シートを取り付けます。

指定オイル :
ヤマルーブフィルターオイル

1. 溝

2. 突起

1. ワッシャー

1
2

1
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キャブレターの調整
キャブレターはエンジンの重要な部品で、非
常に高度な調整が要求されます。キャブレ

ターの調整はヤマハ販売店で行ってくださ
い。ただし、以下に示す調整は日常の整備の
ひとつとしてユーザーでも調整できます。

JCA10551

キャブレターは工場で調整され、広範囲にテ

ストを受けています。技術的な知識がない人
がセッティングを変更すると、エンジン性能
が低下したり、エンジンを損傷することがあ

ります。

JAU44391

エンジンアイドリング回転数の調
整
エンジンアイドリング回転数は、必要に応じ
て以下の手順で調整を行ってください。

1. エンジンを始動し、完全に暖まるまで運
転します。

2. スロットルストップスクリューを回し
て、可能な限り低いエンジン回転数にし

ます。
3. エンジン回転数を上げるにはスク

リューを (a) 方向に回します。エンジン
回転数を下げるにはスクリューを (b) 方
向に回します。

1. スロットルストップスクリュー

1
(b)

(a)
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JAU48434

スロットルグリップの遊びの調整
スロットルグリップの遊びが規定の範囲に
あるかを点検します。

スロットルグリップの遊びは定期的に点検

し、必要に応じて以下の手順で調整を行って
ください。

要　点
スロットルグリップの遊びを調整する前に、
エンジンのアイドリング回転数の調整を正

確に行う必要があります。

1. ゴムカバーをずらします。

2. ロックナットをゆるめます。
3. スロットルグリップの遊びを増やすと

きはアジャスターを (a) 方向に、スロッ
トルグリップの遊びを減らすときはア

ジャスターを (b) 方向に回します。

4. ロックナットを締め付け、ゴムカバーを

元の位置に戻します。

1. スロットルグリップの遊び

スロットルグリップの遊び :
3.0–6.0 mm

1. ロックナット

2. アジャスター

3. ゴムカバー

1
2

3

(a)

(b)
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JAU65042

タイヤ
車の性能と耐久性を最大限に引き出しなが
ら安全に乗っていただくために、指定のタイ

ヤについて以下の点に注意してください。

タイヤ空気圧
タイヤ空気圧は乗車前に毎回点検して、必要
に応じて調整してください。

JWA14382

空気圧の確認は、タイヤが冷えている状態

で（タイヤの温度と外気温が同じときに）
行ってください。

タイヤ空気圧は運転者の体重、走行速度と
走行状況を考慮して調整してください。

タイヤの点検

タイヤは乗車前に毎回点検してください。
JCA15582

ビードストッパーはきちんと締め付けて

ください。ビードストッパーがゆるんでい
るとタイヤの空気圧が低いときにタイヤ

がリムから外れるおそれがあります。

バルブステムが直立になるようにしてく

ださい。バルブステムが傾いているのはタ
イヤがリムの元の位置からずれているこ

とを示しています。タイヤを動かしてバル
ブステムが直立するようにしてください。

タイヤ中央の溝の深さが使用限度に達して

いたり、釘やガラスの破片が刺さっていた
り、あるいはサイドウォールに異常がある場

合は、ヤマハ販売店で点検整備を受けてくだ
さい。

タイヤの情報
この車はチューブタイヤを装備しています。

JWA10462

前後輪ともに同じメーカー、同じデザイン
のタイヤを使用してください。そうしな

かった際のハンドリングの特性について、
一切保証しません。

ヤマハが、長期試験を経てこのモデル用に
認定したタイヤは、下記のリストのもので
す。

JWA14391

過度にすり減ったタイヤはヤマハ販売店
で交換してください。過度にすり減ったタ

イヤで運転すると操縦安定性が低下し、制
御不能になるおそれがあります。

タイヤ空気圧 :
前輪 :

100 kPa (1.00 kgf/cm²)
後輪 :

100 kPa (1.00 kgf/cm²)

1. サイドウォール

2. 溝の深さ

1

2

タイヤの溝の深さの使用限度 :
4.0 mm

前輪 :
サイズ :

60/100-14 30M
メーカー／型式 :

MAXXIS/MAXXCROSS SI
後輪 :

サイズ :
80/100-12 41M

メーカー／型式 :
MAXXIS/MAXXCROSS SI
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タイヤを含め、ホイールやブレーキ関連の

部品交換は、ヤマハ販売店で行ってくださ
い。

JAU48322

スポークホイール
JWA10611

このモデルのホイールは、チューブレスタイ
ヤ用に設計されておりません。チューブレス
タイヤは使用しないでください。

バイクの性能と耐久性を最大限に引き出し
ながら、永く、安全に乗っていただくために、

指定ホイールに関する以下のポイントに注
意してください。

ホイールのリムにひびや曲がり、歪みやス
ポークのゆるみ、損傷がないか、乗車前に
毎回点検してください。損傷があった場

合、ヤマハ販売店でホイールを交換してく
ださい。ホイールに関してはたとえ小さな

修理であっても行わないでください。変形
したり、ひびが入っているホイールは必ず

交換してください。
タイヤかホイールのどちらかを交換した

ら、必ずホイールのバランス取りを行って
ください。ホイールのバランスが取れてい

ないと、性能の低下やハンドリング特性の
悪化、タイヤの寿命が縮まるおそれがあり

ます。
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JAU46081

アクセサリーと交換部品
JWA14482

アクセサリーや交換部品は、この車用に設計
されたものでなければなりません。また、設
計上の本来の安定性が維持されるよう、確実

に装着されなければなりません。ヤマハ純正
部品とアクセサリーは、あなたのお車に合う

よう設計され、テストされています。ご購入
前にヤマハ純正部品とアクセサリーのこと

を考慮に入れてください。ヤマハが認可して
いないアクセサリーや交換部品の使用は、操

縦安定性や安全運転に支障があることもあ
ります。ヤマハは他社製のアクセサリーや部

品の品質について管理できませんので、ヤマ
ハが認可していない部品の使用によって起

きるあらゆる結果に対しては責任を負いか
ねます。

JAU65775

クラッチレバーの遊びの調整
クラッチレバーの遊びが規定の範囲にある
かを点検します。

クラッチレバーの遊びは定期的に点検し、必
要に応じて以下の手順で調整を行ってくだ

さい。
クラッチレバーの遊びを増やしたいときは、

アジャスターを (a) 方向に回します。クラッ
チレバーの遊びを減らしたいときは、アジャ

スターを (b) 方向に回します。

要　点
上記の調整でクラッチレバーの遊びが適正

にならなかった場合は、以下の手順で調整を
行ってください。

1. クラッチレバー部のアジャスターを (a)
方向にいっぱいまで回して、クラッチ

ケーブルをゆるめます。
2. ゴムカバーとクラッチレバー部のア

ジャスターをずらし、ロックナットをゆ
るめます。

3. クラッチレバーの遊びを増やしたいと

きは、クラッチケーブル部のアジャス
ターを (a) 方向に回します。クラッチレ

バーの遊びを減らしたいときは、クラッ
チケーブル部のアジャスターを (b) 方向

に回します。

1. 遊び

2. アジャスター

クラッチレバーの遊び :
7.0–12.0 mm

2

1 (b)

(a)
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4. ロックナットを締め付けます。
5. クラッチレバー部のアジャスターとゴ

ムカバーを元の位置に戻します。このと
き、アジャスターの溝と調整ボルトの溝

を合わせて取り付けます。

JCA12092

調整後は、ロックナットを確実に締め付け

ます。
 1 か月に一度はクラッチケーブルの取り付

け部に注油をしてください。

1. ロックナット

2. アジャスター

3. ゴムカバー

1. 溝

3

2
1

(b)

(a)

1

1. ケーブル取り付け部

1
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JAU37914

ブレーキレバーの遊びの点検

ブレーキレバーの遊びはありません。ブレー
キを手で作動させ、手ごたえがあるかどうか

を確認します。
JWA14212

ブレーキレバーの引き具合がやわらかく感
じられるときは、ブレーキ油圧システムの中

に空気が混入しているおそれがあります。ブ
レーキ油圧システムの中に空気が混入した

場合は、ヤマハ販売店でエア抜きを行ってく
ださい。ブレーキ油圧システムの中に空気が

混入すると、ブレーキの性能を低下させ事故
の原因となります。

JAU44821

シフトペダルの点検
シフトペダルがスムーズに動くか、乗車前に
毎回点検してください。スムーズに動かない

場合は、ヤマハ販売店で点検・整備を受けて
ください。

1. 遊び 0 mm

UBR8J1J0.book  Page 18  Wednesday, June 26, 2019  11:44 AM



点検整備

7-19

7

JAU22393

フロントおよびリヤブレーキパッ
ドの点検
フロントおよびリヤブレーキパッドは「定期
点検整備項目（一般）と給油」で指定する時

期に摩耗の点検を行ってください。

JAU22411

フロントブレーキパッドの点検

フロントブレーキパッドはウェアインジ
ケーターを備えており、ブレーキを分解しな

くてもブレーキパッドの摩耗を確認するこ
とができます。ブレーキパッドの摩耗を確認

するには、ブレーキをいっぱいに作動させて
インジケーターの示す位置を点検します。イ

ンジケーターがブレーキディスクに達した
らブレーキパッドの使用限度です。ヤマハ販

売店でブレーキパッドをセットで交換して
ください。

JAU46292

リヤブレーキパッドの点検

リヤブレーキパッドはインジケーター溝を

備えており、ブレーキを分解しなくてもブ
レーキパッドの摩耗を確認することができ

ます。ブレーキパッドの摩耗を確認するに
は、インジケーター溝を点検します。インジ

ケーター溝がブレーキディスクに接してい
るように見えたらブレーキパッドの使用限

度です。ヤマハ販売店で、ブレーキパッドを
セットで交換してください。

1. ウェアインジケーター

1. インジケーター溝

1

1
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JAU22583

ブレーキ液量の点検
乗車する前に、ブレーキ液がロアレベルより
上にあることを確認します。リザーバータン

クの上面が水平になるようにして、ブレーキ
液量を点検してください。必要に応じて、ブ
レーキ液を補充してください。

JCA17641

ブレーキ液は塗装面やプラスチック部品を
損傷させることがあります。液がこぼれたら
必ず、すぐにふき取ってください。

＜フロントブレーキ＞

＜リヤブレーキ＞

ブレーキパッドの摩耗と共にブレーキ液量
は徐々に下がってきますが、正常なことで

す。

ブレーキ液量が少ないときは、ブレーキ

パッドの摩耗やブレーキ系統に液漏れが
起きていることがあります。

ブレーキ液量が急激に下がった場合は、乗
車する前にヤマハ販売店に点検を依頼し

てください。
JWA15991

適切な点検・整備を行わないと、ブレーキ性

能が低下する可能性があります。以下の注意
事項を守ってください：
ブレーキ液が不足したまま使用しないで

ください。ブレーキ系統に空気が入り、ブ
レーキ性能の低下につながるおそれがあ

ります。
キャップを取り外す前に、キャップのまわ

りをきれいにしてください。密閉容器に
入った BF-4 (DOT-4) ブレーキ液のみを使

用してください。
指定ブレーキ液を使用してください。指定

以外のブレーキ液を使用すると、シール類
が劣化し、液漏れを起こすことがありま

す。
ブレーキ液は同じ種類のものを使用して

ください。BF-4 (DOT-4) 以外のブレーキ液

を使用すると、有害な化学反応を起こす可
能性があります。

ブレーキ液を補充するときは、ブレーキリ
ザーバータンクに水が入らないように注

意してください。水が入るとブレーキ液の
沸点が大幅に下がり、ベーパーロックを起

こすことがあります。

指定ブレーキ液：
BF-4 (DOT-4)

1. ロアレベル

1. ロアレベル

1
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JAU51721

ブレーキ液の交換
「定期点検整備項目（一般）と給油」で指定
する時期にヤマハ販売店でブレーキ液の交

換を行ってください。また、ブレーキマス
ターシリンダーとキャリパーのオイルシー
ルならびにブレーキホースは下に示す時期

または損傷や漏れを発見したら交換してく
ださい。

オイルシール：2 年毎に交換します。
ブレーキホース：4 年毎に交換します。

JAU22762

ドライブチェーン

JAU84400

ドライブチェーンの点検
1. エンジンの下に適当なスタンドを置き

ます。（7-28 ページ参照）
2. リヤホイールが浮いていて、リヤクッ

ションが伸びきった状態になっている
ことを確認します。

3. ギヤをニュートラルに入れます。
4. 前後スプロケット間のチェーン中央部

を手で上限まで持ち上げ、リヤアーム上

面からチェーン下端までのセット長 A
が規定の範囲にあるかをスケールなど

で点検します。

5. タイヤを手でゆっくり回しながら

チェーンが滑らかに回転するか、給油は
充分かを点検します。

6. 点検の結果、調整が必要な場合は、以下
の手順で調整を行ってください。

JCA10572

ドライブチェーンの遊びが正しく調整され
ていないとエンジンなどの重要な部品に過

負荷が発生し、チェーンの滑りや破損が生じ
るおそれがあります。これらを予防するた

め、ドライブチェーンのたわみ量は規定の量
に保つようにしてください。

1. セット長 A

セット長 A：
43.0–53.0 mm

1
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JAU84060

チェーンの張り調整
1. アクスルナットと左右のロックナット

をゆるめます。

2. チェーンを張るにはアジャスターを (a)
方向に回します。チェーンをゆるめるに
はアジャスターを(b)方向に回し、ホイー

ルを前方に押します。

要　点
チェーンプラーの刻み目盛りをスイング

アームのノッチに合わせて、左右を同じ位置
にします。

3. 調整後、両方のロックナットおよびアク
スルナットを規定のトルクで締め付け

ます。

4. 左右の刻み目盛りが同じ位置にあるか、
ドライブチェーンたわみ量が規定の範

囲にあるか、チェーンが滑らかに回転す
るか確認します。

1. アクスルナット

2. ロックナット

1. アジャスター

1

2

(b)

(a)
1

1. ノッチ

2. 刻み目盛り

3. チェーンプラー

締め付けトルク :
ロックナット :

21 N·m (2.1 kgf·m)
アクスルナット :

80 N·m (8.0 kgf·m)

1 2

3
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JAU23018

ドライブチェーンの給油
1. リヤホイールを浮かし、ホイールを手で

ゆっくり回しながらチェーンやスプロ

ケットに付着した泥や汚れを、柔らかい
ブラシなどで落とします。その後、ヤマ
ルーブスーパーチェーンクリーナーで

洗浄します。
2. チェーンを乾燥させた後、リヤホイール

を手でゆっくり回しながら、チェーンに
ヤマルーブ 180 チェーンオイルを給油

します。

JAU54121

ケーブルの点検と注油
すべてのコントロールケーブルの作動の状
態を乗車前に毎回点検し、必要に応じてケー

ブルとケーブルのエンド部に注油します。
ケーブルが損傷していてスムーズに動かな
い場合は、ヤマハ販売店に点検整備を依頼し

てください。

JWA10712

ケーブルのアウターハウジングに損傷があ

ると錆が発生し、ケーブルの作動を妨げる原
因となります。危険な状態を防止するため、

損傷を受けたケーブルはできるだけ早く交
換してください。

推奨する潤滑剤：
ヤマルーブ 180 ワイヤーグリース
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JAU23115

スロットルグリップおよびケーブ
ルの点検と注油
スロットルグリップの作動は、乗車前に毎回
点検してください。また、ケーブルは、「定

期点検整備項目（一般）と給油」で指定する
時期になったら、ヤマハ販売店に注油を依頼

してください。
スロットルケーブルには、ゴムカバーが取り

付けられています。ゴムカバーが確実に取り
付けられていることを確認し、洗車時にはゴ

ムカバーに直接水をかけないようにしてく
ださい。ゴムカバーの汚れがひどい場合に

は、水で濡らして固くしぼった布などでふき
取ってください。

JAU23144

ブレーキおよびクラッチレバーの
点検と注油
ブレーキとクラッチレバーの作動は乗車前
に毎回点検し、必要に応じてレバーの支点に

注油してください。

＜ブレーキレバー＞

＜クラッチレバー＞

推奨する潤滑剤

ブレーキレバー：
シリコングリース G30M

クラッチレバー：
ヤマハグリース B
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JAU23185

ブレーキペダルの点検と注油
ブレーキペダルの作動は乗車毎に点検し、必
要に応じてペダルの取り付け部に注油しま

す。

JAU85250

リヤサスペンションの注油

リヤサスペンションの取り付け部は、「定期
点検整備項目（一般）と給油」で指定された

時期になったら、ヤマハ販売店に注油を依頼
してください。推奨する潤滑剤：

ヤマハグリース B
推奨する潤滑剤：

ヤマハモリブデングリース
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JAUM2701

スイングアームピボットの注油

「定期点検整備項目（一般）と給油」で指定
する時期になったら、スイングアームピボッ

トに注油してください。

JAU23273

フロントフォークの点検
フロントフォークの状態と作動は、「定期点
検整備項目（一般）と給油」で指定する時期

に、次の手順で点検してください。

外観の点検
JWA10752

車体はしっかりと支持して、転倒する危険が
ないようにしてください。

インナーチューブにかき傷や損傷、過度のオ

イル漏れがないか点検します。

作動の点検
1. 車体を平坦な場所に立て、直立した状態

に保ちます。

2. フロントブレーキをかけながらハンド
ルを数回強く押し下げて、フォークがス

ムーズに伸縮し、弾力があるか確認しま
す。

JCA10591

何らかの損傷が見られたり、フロントフォー
クがスムーズに作動しない場合は、ヤマハ販

売店に点検、修理を依頼してください。

推奨する潤滑剤：

ヤマハモリブデングリース
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JAU23285

ステアリングの点検
ステアリングのベアリングが摩耗していた
り緩んでいたりすると、大変危険です。した

がって、「定期点検整備項目（一般）と給油」
で指定する時期にステアリングの作動性を
点検してください。

1. 前輪を浮かせます。（7-28 ページ参照）
JWA10752

車体はしっかりと支持して、転倒する危険が

ないようにしてください。

2. フロントフォークの先端をつかんで、前
後に動かし、異常なガタつきがある場合

は、ヤマハ販売店にステアリングの点
検、修理を依頼してください。

JAU23292

ホイールベアリングの点検

フロントおよびリヤのホイールベアリング
は、「定期点検整備項目（一般）と給油」で

指定する時期に従って注油してください。ホ
イールハブに遊びがあったり、ホイールがス

ムーズに回転しない場合は、ヤマハ販売店で
ホイールベアリングの点検整備を受けてく
ださい。
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JAU24351

車体の支持
このモデルはメインスタンドを装備してい
ませんので、フロントホイールやリヤホイー

ルを取り外したり、車体を支持する必要のあ
る整備を行う際には以下に示すようにして
車体を支持してください。

フロントホイール
1. 車体の後部をオートバイ用のスタンド

を使って支持します。オートバイ用のス
タンドがない場合はリヤホイール前方

のフレーム下部にジャッキをかけて支
持してください。

2. オートバイ用スタンドを使ってフロン
トホイールを地面から持ち上げます。

リヤホイール
オートバイ用スタンドを使ってリヤホイー

ルを地面から持ち上げます。オートバイ用の
スタンドがない場合はリヤホイール前方の

フレーム下部、またはスイングアームの両側
にジャッキをかけて支持してください。

JAU24361

フロントホイール

JAU56372

フロントホイールの取り外しかた
JWA10822

ホイールの修理は、ヤマハ販売店に依頼す
ることをおすすめします。

車体はしっかりと支持して、転倒する危険
がないようにしてください。

1. アクスルナットをゆるめます。

2. エンジンの下に適当なスタンドを置き

ます。（7-28 ページ参照）
3. アクスルナットとワッシャーを取り外

します。
4. ホイールアクスルを引き抜きます。

5. フロントホイールを取り外します。

1. ワッシャー

2. アクスルナット

1. ホイールアクスル

2

1

1

UBR8J1J0.book  Page 28  Wednesday, June 26, 2019  11:44 AM



点検整備

7-29

7

JCA11073

ホイールを取り外した状態で、ブレーキをか

けないでください。ブレーキパッドが閉じて
しまいます。

フロントホイールの取り付けかた
1. ホイールを取り付ける前に、ブレーキ

パッドの間にすき間が充分あることを
確認してください。

2. フロントフォークの間にホイールを入
れて持ち上げます。

3. ホイールアクスルを右側から差し込み
ます。

4. ワッシャーとアクスルナットを取り付

けます。
5. アクスルナットを規定のトルクで締め

付けます。

JAU25081

リヤホイール

JAU84051

リヤホイールの取り外しかた
JWA10822

ホイールの修理は、ヤマハ販売店に依頼す
ることをおすすめします。

車体はしっかりと支持して、転倒する危険
がないようにしてください。

1. アクスルナットをゆるめます。

2. エンジンの下に適当なスタンドを置き

ます。（7-28 ページ参照）
3. ロックナットをゆるめ、アジャスターを

（a）方向にゆるめます。反対側も同様に
ゆるめます。

締め付けトルク：

アクスルナット：
70 N·m (7.0 kgf·m)

1. アクスルナット

2. ワッシャー

1. アジャスター

2. ロックナット

3. チェーンプラー

1
2

23
(a)

1
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4. アクスルナットとワッシャーを取り外

します。
5. ホイールを前方に押して、チェーンをリ

ヤスプロケットから取り外します。

6. ブレーキキャリパーブラケットを保持

したまま、ホイールアクスルを外しま
す。

要　点
ホイールアクスルの取り外しには部品が

損傷しないようにソフトハンマーを使用

することをおすすめします。
ホイールアクスルを取り外すとき、チェー

ンプラーが落下することがあります。

7. ホイールを取り外します。
JCA11073

ホイールを取り外した状態で、ブレーキをか
けないでください。ブレーキパッドが閉じて

しまいます。

要　点
ドライブチェーンが取り外しにくいとき

は、まずホイールアクスルを取り外してく

ださい。
取り付けやすくするには、ドライブチェー

ンをスイングアームの上にのせます。

リヤホイールの取り付けかた
1. ホイールを取り付ける前に、ブレーキ

パッドの間にすき間が充分あることを

確認してください。

2. ブレーキキャリパーブラケットと

チェーンプラーを取り付け、左側からホ
イールアクスルを差し込み、ホイールを

取り付けます。

要　点
ブレーキキャリパーブラケットの溝を、スイ

ングアームのリテーナーに合わせて組み付
けてください。

3. チェーンをスプロケットに組み付けま

す。
4. ワッシャーとアクスルナットを取り付

けます。
5. チェーンの張り調整を行います。（7-21

ページ参照）

1. ホイールアクスル

1

1. リテーナー

2. 溝

1

2
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JAU25872

こんなときは
ヤマハ車は工場から出荷前に入念に点検さ
れていますが、使用中にトラブルが発生する

ことがあります。燃料、圧縮、イグニッショ
ンシステムのトラブルは始動不良やパワー
の低下を引き起こす原因となります。

次ページのトラブルシューティングチャー
トには、これらの重要なシステムをご自身で

点検するための手軽な手順が記載されてい
ます。点検して、修理の必要がある場合には

ヤマハ販売店に車両を持ち込んでください。
専用の工具を使って経験、知識の豊富な整備

士が適切に修理を行います。
部品を交換するときは、必ずヤマハ純正部品

を使用してください。類似部品は、ヤマハ純
正部品と似ていますが、しばしば性能で劣る

ことがあり、長持ちしないため、結局、修理
費用が高くつくことがあります。
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JAU66360

トラブルシューティングチャート

始動不良またはエンジン性能の低下
JWA10841

燃料系統は、必ずタバコなどの火気がないところで点検作業してください。
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エンジンオーバーヒート
JWAT1041

エンジンおよびラジエターが冷えるまでラジエターキャップを外さないでください。高温の
冷却水や蒸気が勢いよく吹き出し、重傷を負うおそれがあります。ラジエターキャップを取

り外すときは、エンジンが冷えるのを待ちます。
タオルなどの厚手の布をラジエターキャップにかぶせ、キャップをもどり止めまで反時計方

向にゆっくり回します。このようにして、内部の圧力を徐々に抜きます。そして、シュー
シューという音がしなくなったら、キャップを押しながら反時計方向に回し、取り外します。

要　点
推奨クーラントの入手が困難な場合は、水道水を一時的に入れておき、できるだけ早めに推奨
クーラントに入れ替えてください。
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JAU41359

お車の手入れ
いつまでも車を長持ちさせるために、お手入
れをしてください。 すみずみまで清掃すれ

ば、普段気付かない異状箇所や摩耗が発見で
き、故障の予防にもなります。

清掃前
1. エンジンが冷えた後、マフラー出口をビ

ニール袋で覆います。
2. スパークプラグキャップを含む全ての

電装カプラーやコネクター、および

キャップやカバーが正しく取り付けら
れていることを確認します。

3. クランクケース上の焼き付いたオイル
のような落ちにくい汚れは、脱脂剤とブ

ラシで取ってください。ただし、脱脂剤
をシール、ガスケット、スプロケット、

ドライブチェーン、ホイールアクスルに
は決して使わないでください。汚れと脱

脂剤は水で洗い落としてください。

清掃
JCA17692

強酸性のホイールクリーナーの使用（特に
スポークホイールへの使用）は避けてくだ

さい。落ちにくい泥汚れを落とすのにこの
ような製品を使用する場合は、クリーナー

の使用説明書で指示された時間以上は決
して放置しないでください。また水で完全

に洗い流したあと、すぐに乾かし、防錆潤
滑剤を塗布してください。

カウル、パネルなどのプラスチック部品や
マフラーは、清掃のしかたを誤ると外観を

損ねたり損傷したりします。まず、柔らか
くて清潔な布やスポンジを使用し、水洗い
してください。もし、汚れが充分に落ちな

いときは、少量の中性洗剤を水で薄めて清
掃してください。中性洗剤を使用して清掃

した後は、大量の水で洗剤を完全に洗い落
としてください。洗剤の成分が残っている

と、プラスチック部品が損傷するおそれが
あります。

コンパウンドの入ったワックスは、プラス
チック部品を傷つけますので使用しない

でください。強力洗剤、研磨剤、溶剤、シ
ンナー、燃料（ガソリン）、錆取り剤、錆

止め剤、ブレーキフルード、不凍液、バッ

テリー液などの付着した布やスポンジは
使用しないでください。

高圧洗車機やスチーム洗浄機は使用しな
いでください。水が侵入し、以下の部分の

故障の原因となります。：シール類（ホ
イールやスイングアームのベアリング、フ

ロントフォーク、ブレーキ）、電装品（カ
プラー、コネクター、スイッチ）、ブリー
ザーホース、ベントホース

通常の使用後
汚れをぬるま湯、中性洗剤、清潔で柔らかな

スポンジで落としてください。その後、きれ
いな水で完全に洗い流してください。手の届

きにくい箇所は、歯ブラシあるいは細めの毛
ブラシを使用してください。落ちにくい汚れ

や虫の死骸などは、清掃前に濡れた布を２～
３分間かぶせておくと落ちやすくなります。
雨天、あるいは海辺での走行後

海水に含まれる塩分は腐食性が高いため、雨
天あるいは海辺での走行をする度に以下の

手順で清掃を行なってください。
1. エンジンが冷えた後、車を冷水と中性洗

剤で洗車します。
JCA10792

温水は塩分の腐食性を促進させますので、使

用しないでください。

2. メッキ部を含む全ての金属の表面に、腐
食を防ぐために防錆潤滑剤をかけてく

ださい。

洗車後
1. セーム皮か吸収性のある布で水気をよ

くふき取り、乾かします。

2. すみやかにドライブチェーンを乾かし、
錆を防ぐためヤマルーブ 180 チェーン

オイルを給油します。
3. 金属磨き剤を使ってエキゾーストシス

テムを含むクローム、アルミニウム、ス
テンレス部品を磨きます。

4. 腐食を防ぐため、メッキ部を含む全ての
金属の表面に、防錆潤滑剤をかけること

をおすすめします。
5. スプレーオイルを使用して残った汚れ

を取り除きます。

UBR8J1J0.book  Page 1  Wednesday, June 26, 2019  11:44 AM



お車の手入れと保管

8-2

8

6. 石はねなどによる塗装面の傷を修正し

ます。
7. 塗装面にワックスをかけます。

8. 保管またはカバーをかける前に車を完
全に乾かします。

JWA11132

ブレーキやタイヤには、オイルやワックス
を付着させないでください。

必要ならブレーキディスククリーナーな
どでブレーキディスクとブレーキパッド
を清掃し、温水と中性洗剤でタイヤを洗浄

してください。洗浄後、低速で走行してブ
レーキやコーナリング性能を点検してく

ださい。

JCA10801

スプレーオイルやワックスは少量を塗布

し、ふき残しのないようにしてください。
ゴムやプラスチックの部品に、プラスチッ

ク、ゴム用以外のオイルやワックスを塗布
しないようにしてください。

研磨剤は塗装が剥がれる原因となります

ので、使用しないでください。

要　点
アフターケア用品については、ヤマハ販売店

にご相談ください。

JAU41515

保管のしかた

短期の保管
常に涼しくて乾燥した場所に保管してくだ

さい。必要であれば、通気性のあるカバーを
かけてほこりを防いでください。

なお、ボディーカバーはマフラーが冷えてか
らかけてください。

JCA10811

水分が残ったまま、通気性の悪い場所で車
両を保管したり、通気性のないカバーをか

けたりすると、錆の原因となります。
錆を防ぐため、湿気のある場所、家畜小屋

（アンモニアが発生するため）、強力な薬品
が保管されている場所を避けてください。

長期の保管
数か月間車を保管する前に：

1. この章の「お車の手入れ」の指示に従っ

てください。
2. OFF 位置のあるフューエルコックを装

備した車：フューエルコックを OFF の
位置にします。

3. キャブレターのドレンボルトをゆるめ、
キャブレターフロートチャンバー内の

燃料を抜きます。これにより、キャブレ
ター内に燃料の沈殿物が溜まることを
防止します。

4. 以下の手順を行い、シリンダー、ピスト
ンリングなどの腐食を防ぎます。

a. スパークプラグキャップとスパー
クプラグを外します。

b. スプーン一杯分のエンジンオイル
をスパークプラグの孔に入れます。

c. スパークプラグキャップをスパー
クプラグに取り付け、その後スパー

クプラグをシリンダヘッドに置き、
側方電極が確実にアースするよう

にします。（次の手順中、スパーク
プラグで放電されます。）

d. スターターでエンジンを数回、回し
ます。（シリンダー壁にオイルを付
着させます。）
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e. スパークプラグキャップをスパー

クプラグから外し、その後スパーク
プラグとスパークプラグキャップ

を取り付けます。
JWA10952

スパークによる傷害を防ぐため、エンジンを

回転させる間はプラグの側方電極を確実に
接地（アース）させてください。

5. 全てのケーブル、全てのレバーとブレー

キペダルの作動部に注油します。
6. タイヤ空気圧を点検し、必要であれば空

気を入れます。その後、車をリフトアッ
プして、両輪のホイールが地面から離れ

るようにします。それができない場合
は、タイヤの接地部分に負荷がかかるの

を防ぐため、毎月ホイールを少しずつ回
して接地部分の位置を変えます。

7. マフラー出口をビニール袋で覆い、湿気

が侵入するのを防ぎます。

要　点
車を保管する前に、必要な修理を行います。

JAU28087

アフターケア用品について
ヤマハ車には、ヤマハ純正用品をご使用くだ
さい。大切なお車の寿命は、使用するオイル

の品質により大きく左右されます。また、お
車の手入れにも、ヤマハ純正用品をご使用い
ただくことをおすすめします。

JAU42144

ヤマルーブ 2R
本場アメリカで開発された 2ストロークレー
ス専用オイル。
YZ シリーズの燃焼温度範囲での潤滑性、耐

焼付性を確保しながら燃焼性を高くし、カー
ボン堆積を極力減らす配合とした鉱物性 2ス

トロークレーシングマシン専用の混合潤滑
オイルです。

YZ シリーズの最大マーケットであるアメリ
カ市場で永年の使用実績を誇り YZ 開発時の

テストでも使用されています。ヤマルーブ 2R
はYZの本場アメリカで開発された2ストロー

クレース専用油です。

エンジンオイル以外のオイルや、その他の油
脂液類については、下の URLを入力してホー

ムページを参照するか、
「ヤマハ　バイク　オイル」というキーワー
ドで検索してください。
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寸法 :
全長 :

1615 mm
全幅 :

760 mm
全高 :

1000 mm
シート高 :

755 mm
軸間距離 :

1140 mm
最低地上高 :

265 mm
重量 :

車両重量 :
61 kg

乗車定員 :
1 名

エンジン :
行程 :

2 ストローク

冷却方式 :
水冷

気筒数 :
単気筒

総排気量 :
64 cm³

フロントブレーキ :
ブレーキ形式 :

油圧式シングルディスクブレーキ
指定ブレーキフルード :

BF-4 (DOT-4)
リヤブレーキ :

ブレーキ形式 :
油圧式シングルディスクブレーキ

指定ブレーキフルード :
BF-4 (DOT-4)

フロントタイヤ :
種類 :

チューブ有り
サイズ :

60/100-14 30M
メーカー / 銘柄 :

MAXXIS/MAXXCROSS SI
リヤタイヤ :

種類 :
チューブ有り

サイズ :
80/100-12 41M

メーカー / 銘柄 :
MAXXIS/MAXXCROSS SI

動力伝達機構 :
1 速 :

2.454 (27/11)
2 速 :

1.882 (32/17)
3 速 :

1.529 (26/17)
4 速 :

1.263 (24/19)
5 速 :

1.095 (23/21)
6 速 :

0.960 (24/25)
エンジンオイル :

推奨オイル :
ヤマルーブ 2R

トランスミッションオイル :
推奨オイル :

ヤマルーブ　ギヤオイル
定期交換時 :

0.50 L
冷却水容量 :

ラジエターと全ての経路 :
0.38 L

スパークプラグ :
メーカー / 型式 :

NGK/BR9ECM
プラグギャップ :

0.7–0.8 mm
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JAU26366

ID 番号
車台番号、原動機番号の情報を下記に記録し
ておき、ヤマハ販売店に部品を注文するとき

や、車が盗難にあった場合などに役立ててく
ださい。

車台番号：

原動機番号：

JAU26401

車台番号

車台番号はステアリングヘッドパイプに打

刻されています。指定の空欄にこの番号を控
えておいてください。

要　点
車台番号は自分の車であることを識別する
ために使用します。

JAU26442

原動機番号

原動機番号はクランクケースに打刻されて
います。

1. 車台番号

1

1. 原動機番号

1
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JAU36644

二輪車を廃棄する場合は？

廃棄を希望する場合は？
廃棄を希望される二輪車がある場合は、お近

くの「廃棄二輪車取扱店」にご相談ください。

廃棄二輪車取扱店とは？
一般社団法人　全国軽自動車協会連合会の
登録販売店で、広域廃棄物処理指定業指定店

として登録されているお店が「廃棄二輪車取
扱店」です。廃棄二輪車を適正処理するため

の窓口として、店頭に「廃棄二輪車取扱店の
証」が表示されています。

リサイクル費用とは？
廃棄二輪車を適正に処理し、再資源化する費

用です。二輪車リサイクルマークが車体に貼
付されている二輪車は、リサイクル費用を

メーカー希望小売価格に含んでいますので、
リサイクル料金はいただきません。

ただし、リサイクル費用には運搬および収集
料金は含まれていませんので、廃棄二輪車取

扱店または指定引取場所までの運搬・収集料
金は、お客様の負担になります。運搬・収集

料金につきましては、廃棄二輪車取扱店にご
相談ください。

二輪車リサイクルマークの取り扱い
この車には、下図の位置に二輪車リサイクル

マークが貼付されています。

廃棄時に二輪車リサイクルマークの有無を

確認しますので、絶対に剥がさないでくださ
い。二輪車リサイクルマークは、剥がれや破

損による再発行、部品販売の取り扱いはござ
いません。

剥がれや破損でリサイクルマーク付き対象
車かどうかが不明の場合は、下記へお問い合

わせください。

廃棄二輪車に関するお問い合わせについ
て
廃棄二輪車に関するお問い合わせは、最寄り

の「廃棄二輪車取扱店」、または下記のホー
ムページへお願いします。

ヤマハ発動機（株）　二輪車リサイクルシス
テム
https://www.yamaha-motor.co.jp/mc/recycle/
公益財団法人　自動車リサイクル促進セン

ターホームページ
https://www.jarc.or.jp/motorcycle/

1. 廃棄二輪車取扱店の証

1

1. 二輪車リサイクルマーク

1
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サービスマニュアル（別売）の紹
介
サービスマニュアルには、点検・調整や分解・
組立の方法を写真やイラストを用いて説明

してあります。車の概要や構造を理解するた
めにご利用ください。

サービスマニュアルのご注文は、ヤマハ販売
店で受けております。部品番号をお知らせく

ださい。

サービスマニュアル　部品番号：

QQS-CLT-001-BR8
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